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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸を曳くものはMaxwellモデルで，糸を曳かないもの
　　　　　　　　　緒　　言　　　　　はV。igtモデ、、で瀦泌ことを認めている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）1s）
　曳糸1生は古くから学問的にも工業的にも興味を持たれ　　　　平井はさらに曳糸速度の立場から研究を進め，極めて

て来た現象である。このことは，吾々の1≡1常生活におい　　　多くの低分子液休が，

てもよく鰯鱒る所であり諒た工業上でも生物界に　　　η・・γ・
於ても履々見樹ける所からであろう。　　　　　　　　　　　　　　　VS

曳続力の醗は、lrくはF。。。，　A，、，。tti，　G．　T、m．　　η：鞭（C・αS）・・：曳継1斐（cm／sec）

＿1’　J．　J。，hiボ・．　F、。、、，s）W。．。、、w。1♂’等によ　　γ：如勧（C・　G・S・）

つて定i納｝、行われ，H．E，b，i。露」’川村1）離及び増　で示され破糸鮒を満湘鷹で下1ヂゐと，例外なく

嶋によつて鞘韻　勺1、取扱われている調れも蛛　絃緊轡めること醗肌鞭る・

性は緩法礁筋蓉藤よび髄粘藤の、、ずれか　髄蹴轍騎が緩秘て行く1繍1帳さ洩糸性

・・g。9）は＿ルタールの礪から纏鵬くなると蛛　測定・，あ破継脚曳維力轍となり・灘猷

能フ蹴くなること齢摘・て、・。．暢根羅瀞　となる程この最娘糸長は大となり：最融継隙ノト

灘よ硯謝の麺勤と毛糸贈堺灘よ繊磁　となること，および飴慶の影響，繊プ」の影響につい

力嵯を曳維㈱ま紡糸能）と名仁捌離灘恥　ても矢幌を得ている・

＿＿テル．アル。一，レ溶液，酢酉鱗縢＿アセトソ　本鰍では轍繊糠一アセトソ溶灘ついて，そ

溶液につ、、て磯して，紡縦プ，砧とし穣剛肋お　破練件力曳撒峨礁力によつて，どのように継

よび鞭によつ燗係づけられる一つの加あるとし，　されるかを総した・

紡糸能力と粘度はポラボラ曲線で表わし得ることを示し　　　　 実験方法
ている。また川村はグリセリン等について表面張力，密

度，粘度講造雛との関係蜥究し洩維麟造粘　ω試料
性と轍醐係のある。とを言忍め，表面張力職維と　轍繊糠は大躰セル財ド（株）製，飴度18°，

密接な1縣はないと述べている。　　　　　　　　質靴麟のものを用い，之をアセトンに

　最近レオPジーが高分子化学，高分子物理の急激な進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）曳糸長Lの測定
歩に助けられて急速に発展しているが・曳糸性について　　　　　　　　第1図に示すような普通の方法を用い

もレかジカル雄場から研究されている・　。）　　　　た。鵬溶？iE…1，1に浸したガラ対鞍一定

　初めて曳糸性を明瞭に分類して研究したのは中川であ　　　　　　　　速度で引き上げ，切断時の畏さを以て兜

二灘1騰欝響毒灘置凱饗欝　囎響論定
　　　　　　　一…　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　　　粘度の測定は簡単に落球法で行つた。

＊　信州大学繊維学部人造繊維化学教室　　　　　　　　　　　　　　　　即ちガラス管中の試料溶液中を一定の圃
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体球が落下する速度より次式によつて粘度ηを求めた。

　　　　・一蓄・（・一・）葺『　　　18

　　　　　δ：閲体球の密度，　δ1：液休の密度　　　　　　（cm）8

　　　　　0。二落一ド速度，　　　r：球の半径　　　　　　　　史7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸
　（4）表面張力の測定　　　　　　　　　　　　　　　　　ff　6

　試料が高粘慶の高分子溶液であるため，喪π酉張力の測

定は液滴法で繍撒でも不磯であつノ、。耕膨リ

セリン溶液についてRamsay－Schieldの式

　　　　　　　　　2　　　　γ＝｛ん／（Mv）曹｝（Tc－T－6）

M：分子量，　v：分子容，　le：，進数　　　　　　　　　1

Tc：臨界温度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

＼15・
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一　温　Jrc（°C）

　　　’　　　　　　　　　　　　り

第　　3　　図

A　　　　　　　　　　、笏　　　、7
　　　　　　　　　　　　　　h，

　　　　　　　　　　　　　　P，　　　　　　　　奮6　　　　　　　　　，

（、）　　幽”　　　　（b）’　　　藩　　v
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　5
　　　　　　　　　　第2図　　　　　　　尋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　re　　　　　　　　％／3x1．M
によつて推定しているが，隷験の諏ヒ料では酪糊で　　14　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　降　　　　　　　　　　　　　，
ある。そこで，毛管上昇法を改良した毛管厭力法を考案

した。之を第2図（a）に示す。毛管Cは測楚液F中に璽直

に浸す。．容器Aにはビユ㍊レジトより水を滴下しBの液

面を調節するようにした加JKi装麓でDはマノメー一ター一で

ある。今毛管巾のメニスヵスを徐々に押下げると，つい

に第2図（b）の様に毛管の先端と同じ高さになる。その時

3　　　　　　　　　　　t　　　o

2　　　　　　　1

1　　　　　　　　｝

のマノメータrvを銃むと表面張力γは次武より計算幽来　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　Tl。る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40

　　　　　・穿幅一・の・響　　．1　　　史繊…％）解（IC）

　　　　r：毛管の先端の半径，9・重ブ淀数「　　　　　　』第　4　図
、lh；舘の先端の水面からの深さ　　　　その蘇を第3図に示す。今夫・の曲線を外t，T・Lて曳糸

　　　’h・　：　’“ノメータ肖の高さの差　　　　　長力鞠こなる点，即ち曳細度雛定した誠糸澱と

　　　　ρ：測定液の密度　　　　　，　　　　1　　　　はこの温度以下で曳糸が可能になるという温度である。

　　　　ρエ：マノメーターに用いた液体の密度　　　　　　即ち曳糸温度は10％溶液で18～20°C，15％で58～60℃，

　　　　　　　実鵬果及び擦　　　　2°％で7°－75°Cである・之より澱鵬く鰯呈椴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低下をきたし表面張力の働きが大きくなり，曳糸畏が低

　最初に酢酸繊維素アセトン溶液の10％，15％，20％の　　　下すること，また低濃度のもの程低温にしなければ曳糸

試料溶液について，曳糸長が混度によつてどの様に変化　　　性を示さないことが分るo

するか調べた。この時の曳糸速度はL54cm／secである。　　　次に同じ試料について温度を変えてη及びγを測定
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，。　　　　　　　　は・議を齪する・姻より・嚇の澱を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　求めると，濃度10％の時18°C，15％の時60°C，20％の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時170°Cで，前に求めた火々の曳糸温度とよく一一・一致する。
　　

1，．1　　　ず〔諜雛灘慧堅忽蹴瓢
遷　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　表面張力が説として働いていることが分るo即ち曳糸現
H
尋　　　　　　　　　騨起り得微・に剛・威糊長力嚇こ磯の1懸
）h4° @　　　　　　　　　が成立する必要のあることカミ推察出来る。我々の実験で

4b。　°。　　　　　は　　・一孟・　　（・プ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が曳糸温度を決定する条件であることが分つた。

　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今表爾張力7（dyne／c！n）に相当する仮想lli勺弓1巨性率E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（dyne／cm2）を考える。半径Ro，長さ21e，なる円聴が体積

”10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を変えずに輌方向に△Lだけ伸びたとする。この変形に

　　　　γ・・・・…　　　　　　よ磁鰍の勒1は△郁働て小さいと撫婿△L2
　　　　　　　　　　　1，　　　　　　　　　　　i　T・S　　　　　　　　となり，表面エネルギーの増加△71rは

　O　死　　10　　　20　　30　　40　　50　　　60　　70　　80

　　　　更織（、5％野贈「　　　　鵡耀△L”r
　　　　　第　　5　　図　　　　　　　　　　　となる。一方同じ変形が仮想的弾性率£による弾性変形

　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えれば伸長率が△L／2R。であるから，弾性エネルギ

500

霞

34・・

訂

喪

tL　3．

£

惑

　200

100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「CEは　　△恥一号ER。△LU

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかるに　　　　△Er＝△π刃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・E畿一3θ（・〕（θ；｛反幽想i／1勺岡lji生率）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この仮想的剛性率に対して一一／一つの緩湘時欄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ＝＝rp／0　：31～o　・η／γ　　　　　　　〔8）

η　　　　　　　　　　　　　　　　　　を考える。いま糸が曳糸速度に関係なく㈲式で与えられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る緩和時間後に切断すると仮定すると，兜糸長Lは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＝v，τ　　　　　　（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vtt：曳糸速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．㌔　　　　L＝　3Ro　●VHr？／r　　　　　　　（5）

　　。　　　　　　　　　　　　　　　　で与えられる。さらに一つの無ジメソジヨン黛〔S〕を曳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸数と定義し次の如く表わすものとすれば，

　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔S〕＝：L／Ro＝　3Vs　η／γ　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　　　　　　7／3×1，M　　　』　　　T．　　　　　　　　〔S〕は糸の長さ五がその太さRoの何倍になるか，即ち

　　　　　　　1020304050607080　　　　　　　曳糸の程度を示す墨と考えられる。

　　　　　　　　　聯為度⑩　　　　あ・灘が糸娘くという場fi，糸帳さLが一応の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目安として糸の太さRoの何倍になるかを考えてよいから

　　　　　　　　　第6図　　　 曳糸条件は　〔S〕＞1　　（7＞
。，酢醐糠巌、。％，、5％，、。％の結果を夫。第、　すなわち　〔S〕－1・fiEつ・・一読t　（・）

図，第5図，第6図に示す。図にはγをr／3×1・54＝＝γ／3v。　　は曳糸条件の限界を示す。換雷すれば（1）を満足する曳糸

として図示してある。従つてηの曲線とγのi　ssAの交点　　　温度はこの温度以下で曳糸出来るという限界を表わす。
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